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1．研究の目的
筆者らは，2011年から開始した研究「携帯食事管
理システム『携帯食事手帳』の開発」（研究代表者
吉村幸雄）において，携帯電話やスマートフォン，
PC で利用できる栄養管理ソフトウェアの開発を行
っている。この栄養管理ソフトウェア『携帯食事手
帳』は，栄養の専門家以外の個人が自分自身で食事
を記録し，その食事内容の分析結果から食生活を管
理し，食生活の改善につなげることを目的としてい
る。
既存の栄養管理ソフトウェアの多くは，（1）個
人が自身の食事情報（食事，摂取栄養素量，料理区
分別摂取量など）を知り，（2）個人が自身の適切
な食事情報を知る，という目的を持っており，その
ため，（1）食事の記録の支援と，（2）摂取量の集
計，という機能を備えている。また，これらの基本
的な機能に加え，（1）時間場所を選ばず自分の時
機で利用できる，（2）簡易で継続した利用が可能
である，などの利便性を実現するための様々な工夫
が施されている。
『携帯食事手帳』では，このような機能に加え，
公共性・妥当性の確保と，無償での提供と普及を目
的に，『携帯食事手帳』のための CGI プログラムの
開発（武市2011）と，『携帯食事手帳』の妥当性に
ついての分析（奥村2012）を行ってきた。これらの
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Development of a User Interface for Personal Meal Handbook
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ABSTRACT
We have developed a nutrition management application used in cellphones, smartphones and PCs
in a study of “development of mobile dietary management system ; Personal Meal Handbook” start-
ing in 2011（chief investigator : Yukio Yoshimura）．This nutrition management application, “Personal
Meal Handbook”, helps individuals who are not nutrition experts to record foods, manage their die-
tary habits by analyzing food, and to improve their dietary habits.
Many of the pre−existing nutrition management applications have two aims :1）to grasp one’s
own dietary information（meal, amount of nutrients, and intake amount by category）, and 2）to ac-
quire dietary information adequate for each individual. For that purpose these applications have two
basic functions : 1）To support documenting meals, and 2）to tabulate intake amount. In addition to
the above functions, some applications include many functions that boost convenience such as being
available regardless of time or place, and being easily and continuously usable.
In these circumstances, “Personal Meal Handbook” includes the above functions and secures
publicness and appropriateness free of charge. We have developed Common Gateway Interface pro-
gram for “Personal Meal Handbook”（Takeichi, 2011）and validated of nutrient intake obtained by this
application software（Okumura, 2012）. The result of these studies showed that we should add other
functions and increase usability. In this study, we developed some functions and a user interface for
“Personal Meal Handbook” using the jQuery mobile library.
The results were : 1）to improve categories for searching foods, 2）to provide dietary informa-
tion through a combination of 15 nutrients, and 3）expressing various images of foods. Based on
our findings, we would like to continue to develop usability.
KEYWORDS : Personal Meal Handbook, User Interface, Smartphone, Usability, Operability, jQuery mo-
bile
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研究を通じて，利便性を向上させるために更に機能
の追加と操作性の改善が必要であることが提起され
た。特に操作性については，現状においてほぼ全て
のスマートフォンと携帯電話の Web ブラウザで
iOS ヒューマンインタフェースガイドラインに沿っ
たユーザインタフェースを利用することができ，『携
帯食事手帳』の機能に対応させることで利便性の向
上が見込まれる。
今回の研究では，利便性の向上のための機能の追
加と，jQuery mobile ライブラリを活用した『携帯
食事手帳』のインタフェースの開発を行ったのでそ
の内容について報告したい。
2．システムの概要
2．1 システムの基本的な機能
『携帯食事手帳』システムが対象として取り扱う
情報を，（1）食事（料理名）と（2）摂取栄養素
量や料理区分別摂取量などの食事情報とした場合，
（1）食事情報の記録，確認修正といったユーザー
の作業と，それらの作業の支援，また，（2）集計
とその表示，グラフ化などから必要な機能が整理で
きる（表1）。
また，システムの基本的な機能である食事情報の
記録，確認，修正，集計に加え，ID の発行など，
概ね次の5つの機能が必要であると想定した。
（1）利用者が郵便番号，性別，年齢，身長，体重
のデータを入力した後，サーバーからログイン
ID とパスワードを発行する。
（2）栄養の知識がない利用者が利用できるよう
に，食品ではなく実際に食べた料理とその量を
選択する。
（3）選択された料理データから摂取栄養素量，料
理区分別摂取量，PFC バランスの結果を表示
する。
（4）ID 登録時に入力した性別，年齢，身長，体
重から適切な摂取栄養素量，料理区分別摂取
量，PFC バランスを算出し，表示する。
（5）摂取栄養素量，料理区分別摂取量，PFC バ
ランスの結果は1食単位と1日単位で表示し，
食事の過不足などが確認できるようにする。
これらの機能を備えるため，次の5つの CGI プ
ログラムの作成を行うこととした。
（1）ユーザー登録と ID 発行の自動化。
（2）個々のユーザー情報と食事情報の連携。
（3）食事データの記録，確認，修正を一元的に行
うインタフェース。
（4）1食単位，1日単位での食事情報の集計，栄
養素等の過不足の計算。
（5）計算結果を表示するグラフなどの画像描画。
2．2 CGI プログラム開発の要件
今回のシステムで利用する CGI プログラムにつ
いて，ハードウェア，ソフトウェア，機能，CGI，
通信データ量，ユーザー管理の6つの観点から要件
を検討した（表2）。
ハードウェアについては，今回のシステムはウェ
食事情報 記録，表示する情報の内容 ユーザーの作業 システムの機能
食事（料理名） 朝食，昼食，夕食の内容
記録 食事名の選択
確認 記録の閲覧
修正
削除
分量の変更
摂取栄養素量，
料理区分別摂取量
1食単位，1日単位での摂取栄養素量（エネル
ギー，タンパク質，脂質，炭水化物）
確認
集計，グラフ化，
表示（適切な摂取
量を示す，標準と
の比較）
1日単位での料理区分別（主食，副菜，主菜，
牛乳・乳製品，果物）摂取量
表1 食事管理システム「携帯食事手帳」の基本的機能
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ブブラウザでの利用を前提としており，そのことか
ら，急速に普及しかつ多種にわたるスマートフォン
やタブレット端末のウェブブラウザにも対応可能で
ある。スマートフォンやタブレット端末には，多様
な画面サイズが存在するが，今回は，現在標準的な
4インチ程度のスマートフォンの画面サイズを基準
に開発を行う。
ウェブブラウザについては，ここ数年，JavaScript
ライブラリと CSS を利用して，個々の端末上でユー
ザインタフェースを変更することができ，操作性を
向上させることが可能となってきている。これらの
ライブラリは，Apple Inc.が提唱する iOS ヒューマ
ンインタフェースガイドラインに沿ったユーザイン
タフェースを容易に実現することができる。今回の
システムでは，JavaScript ライブラリの一つ jQuery
mobile を利用し，特にデータ入力についての利便
性の向上を図る。
ウェブユーザーインタフェースで利用する機能
は，HTML の基本的な機能である，（1）テキスト
の表示，（2）テキスト入力フォーム，（3）送信ボ
タン，（4）リンクボタン，と JavaScript ライブラ
リで実現可能な，（5）カスタムメニュー，（6）フ
リップスイッチ，（7）スライダー，の7つの組み
合わせに限定した。
トップのページ以外で随時行われる HTML パブ
リッシングについては，Web サーバで SSI をサポー
トし，CGI プログラムで毎回動的に作成する。デー
タの集計についても CGI が行い，個々のユーザー
の情報に基づくグラフ画像については，ページ記述
言語 Postscript を利用して動的に作成する。
通信データ量については，高速通信の普及により
以前に比べ通信料が安価になっていることから，テ
キストの送受信に比べ多くの通信量を必要とする食
事画像の表示機能を追加した。
ユーザー管理については，個々人が記憶しやすい
ID とパスワードという観点から，ユーザー自身が
望ましい文字列を選べるようにした。
3．CGI プログラムの機能と構成
3．1 各ページの内容と jQuery mobile のコンポー
ネント
今回のシステムは，次の6つのグループからペー
ジを構成した。
（Ａ）「携帯食事手帳」
（ａ）ID とパスワードでのアクセス。
（ｂ）ID 発行のためのデータ登録。
分 類 項 目 内 容
ハードウェア
利用を想定する情報機器 携帯電話，スマートフォン，タブレット端末，PC
想定する画面のサイズ スマートフォンでの利用を前提にした縦長が基本，多様なサイズにも対応
ソフトウェア
アプリケーションソフトウェア ウェブブラウザ
HTML バージョン HTML 4.0 Transitional
Javascript ライブラリ jQuery 1.8.2, jQuery mobile 1.2
CSS CSS 2.1
機能 ウェブユーザインタフェースで利用する機能
（1）文字の表示，（2）テキスト入力フォーム，（3）
送信ボタン，（4）リンクボタン，（5）セレクトメニュー，
（6）フリップスイッチ，（7）スライダー
CGI
データ処理，HTML パブリッ
シング
WWW サーバーで SSI をサポート，CGI プログラムで動
的に作成
通信データ量
通信量（受信パケットの量） jQuery ライブラリ，CSS，食事画像のダウンロードを前提としたパケット量
通信量（送信パケットの量） テキスト送信のみ，1回あたり数パケット程度
ユーザ管理 ログイン方法 ID，パスワード
表2 「携帯実習日誌」システムで必要なCGI プログラム開発の要件
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分類 ペ ー ジ 内 容 番号 ラベルもしくは表示内容 入力値の範囲 コンポーネント
全ページ共通
ヘッダ 1 「携帯食事手帳」 － ツールバー ヘッダ
フッダ 2 「Ⓒ2011 四国大学」 － ツールバー フッタ
Ａ 1 「携帯食事手帳」
「データの登録 ＆ ID の取得」
1 「1．郵便番号（上3桁）」 数字（1～999），全角，半角 フォーム スライダー
2 「2．性別」 2択（男性，女性） フォーム フリップスイッチ
3 「3．年齢」 数字（10～80），全角，半角 フォーム スライダー
4 「4．身長（㎝）」 数字（100～200），全角，半角 フォーム スライダー
5 「5．体重（㎏）」 数字（30～120），全角，半角 フォーム スライダー
6 「6．ID」 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，8～30文字） フォーム テキスト入力
7 「7．パスワード」 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，4～20文字） フォーム パスワード
8 「登録データの確認」 － ボタン 送信
「ID でのアクセス」
9 「ID」 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，8～30文字） フォーム テキスト入力
10 「パスワード」 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，4～20文字） フォーム パスワード
11 「アクセス」 － ボタン 送信
Ｂ
1 「データの登録」 「データの登録」（登録可能な場合）
1 「1．郵便番号（上3桁）」 － － －
2 「2．性別」 － － －
3 「3．年齢」 － － －
4 「4．身長」 － － －
5 「5．体重」 － － －
6 「6．ID」 － － －
7 「7．パスワード」 － － －
8 「データの登録」 － ボタン 送信
9 「ホーム」（ヘッダ内） － ボタン リンク
2 「ID の登録ができました。」 「ID の登録ができました。」（データの登録終了）
1 利用可能日時 － － －
2 「ホーム」（ヘッダ内） － ボタン リンク
3 「カレンダー」（ヘッダ内） － ボタン リンク
3 「データの登録」 「登録データの確認」（データの修正が必要な場合）
1 「1．郵便番号（上3桁）」 数字（3桁），全角，半角 フォーム スライダー
2 「2．性別」 2択（男性，女性） フォーム フリップスイッチ
3 「3．年齢」 数字（10～80），全角，半角 フォーム スライダー
4 「4．身長（㎝）」 数字（100～200），全角，半角 フォーム スライダー
5 「5．体重（㎏）」 数字（30～120），全角，半角 フォーム スライダー
6 「6．ID」 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，8～30文字） フォーム テキスト入力
7 「7．パスワード」 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，4～20文字） フォーム パスワード
8 「登録データの確認」 － ボタン 送信
9 管理コード 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，10桁） 入力 非表示
10 「ホーム」 － ボタン リンク
Ｃ 1 「カレンダー」
「カレンダー」
1 「朝」「昼」「夜」 － ボタン リンク
2 「計」 － ボタン リンク
3 管理コード 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，10桁） 入力 非表示
「朝ご飯をたべよう‼」 4 「朝ご飯をたべよう‼」 － ボタン リンク
5 ホーム（ヘッダ内） － ボタン リンク
Ｄ 1 「食事チェック」
「マイメニュー」 1 追加した食事名の一覧 － フォーム カスタムメニュー
キーワード検索 2 食事名の検索 AND 検索 フォーム 検索ボックス
「キーワード」 3 検索結果の一覧 － フォーム カスタムメニュー
食事グループ 4 食事グループ － ボタン リンク
追加した食事名 5 追加した食事名，食事グループ － フォーム カスタムメニュー
追加した食事名の分量 6 追加した食事名，画像，分量 － フォーム スライダー
「ダイアリー」 7 メモ － フォーム テキストエリア
「入力データの更新 ＆ 確認」 8 入力データの更新，確認 － ボタン 送信
「摂取した量」 9
「1．エネルギー kcal」 － － －
「2．タンパク質 ｇ」 － － －
「3．脂質 ｇ」 － － －
「4．炭水化物 ｇ」 － － －
「カレンダー」
10 「カレンダー」 － ボタン リンク
11 カレンダー（ヘッダ内） － ボタン リンク
12 管理コード 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，10桁） 入力 非表示
表3 各ページの内容，コンポーネント，ラベル その1
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（Ｂ）「データの登録」
⇐「（Ａ）の（ｂ）ID 発行のためのデータ登
録」から表示。
（ａ）登録データの確認。
（ｂ）登録データの修正。
（ｃ）登録の終了。
（Ｃ）「カレンダー」
⇐「（Ａ）の（ａ）ID とパスワードでのアク
セス」から表示。
（ａ）日別，朝昼夕食の選択。
（ｂ）日別集計の選択。
（ｃ）「朝ご飯を食べよう」
（Ｄ）「食事チェック」
⇐「（Ｃ）の（ａ）日別，朝昼夕食の選択」
分類 ペ ー ジ 内 容 番号 ラベルもしくは表示内容 入力値の範囲 コンポーネント
Ｅ 1 「1日の食事の集計」
月日，曜日 1 月日，曜日
「1日に摂取した合計量」 2
「1．エネルギー kcal」 － － －
「2．タンパク質 ｇ」 － － －
「3．脂質 ｇ」 － － －
「4．炭水化物 ｇ」 － － －
18～29歳の1日の適正な栄
養摂取量，男女別 3
「1．エネルギー kcal」 － － －
「2．タンパク質 ｇ」 － － －
「3．脂質 ｇ」 － － －
「4．炭水化物 ｇ」 － － －
「1日の食事」
4
朝食，追加した食事名 － － －
朝食，追加した食事名の分量 － － －
5
昼食，追加した食事名 － － －
昼食，追加した食事名の分量 － － －
6
夕食，追加した食事名 － － －
夕食，追加した食事名の分量 － － －
「1日のＰＦＣバランス」 7
「1．エネルギー」 － － －
「2．タンパク質」（Ｐ％比） － － －
「3．脂質」（Ｆ％比） － － －
「4．炭水化物」（Ｃ％比） － － －
18～29歳の1日の適正なＰ
ＦＣバランス，男女別 8
「1．エネルギー」 － － －
「2．タンパク質」（Ｐ％比） － － －
「3．脂質」（Ｆ％比） － － －
「4．炭水化物」（Ｃ％比） － － －
「1日の食事バランスガイ
ド」
10 食事バランスガイド図，コマのイラスト
「1．主食」（0～7），「2．副菜」（0～6），
「3．主菜」（0～5），「4．牛乳・乳製品」
（0～2），「5．果物」（0～2）
－ －
11
「1．主食」 － － －
「2．副菜」 － － －
「3．主菜」 － － －
「4．牛乳・乳製品」 － － －
「5．果物」 － － －
18～29歳の1日の適正な食
事バランス，男女別 12
「1．主食」 － － －
「2．副菜」 － － －
「3．主菜」 － － －
「4．牛乳・乳製品」 － － －
「5．果物」 － － －
「ダイアリー」 13 メモ － フォーム テキストエリア
「ダイアリーの更新 ＆ 確認」 14 メモの更新，確認 － ボタン 送信
「カレンダー」
15 「カレンダー」 － ボタン リンク
16 カレンダー（ヘッダ内） － ボタン リンク
17 管理コード 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，10桁） 入力 非表示
Ｆ 1 「朝ご飯を食べよう」
「朝ご飯をたべよう‼」 1 朝ごはんを食べることの利点 － － －
「カレンダー」
2 「カレンダー」 － ボタン リンク
3 カレンダー（ヘッダ内） － ボタン リンク
4 管理コード 英数字（Ａ－Ｚａ－ｚ0－9，10桁） 入力 非表示
表4 各ページの内容，コンポーネント，ラベル その2
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から表示。
（ａ）食事の記録他。
（Ｅ）「1日の食事の集計」
⇐「（Ｃ）の（ｂ）日別集計の選択」から表
示。
（ａ）集計の表示。
（Ｆ）「朝ご飯を食べよう」
⇐「（Ｃ）の（ｃ）「朝ご飯を食べよう」」か
ら表示。
各ページのデータ入力については，jQuery mobile
ライブラリを利用したコンポーネントを使用し，こ
れらの機能を用いて，ラベル表示，入力値の範囲指
定を行った（表3，表4）。
3．2 CGI プログラムと各ページの対応
トップページ以外は，雛形にあたる HTML ペー
ジにデータを埋め込む方法で，毎回動的にページを
発行する。それぞれの（1）送信ボタン，（2）CGI
サブルーチン，（3）表示のページが対応関係を持
ち，ユーザークライアント側から実行ボタンを押し
たときに，サーバー側で CGI が動作し，ユーザー
個々の管理コードを含む新しいページがウェブブラ
ウザに表示される（表5）。
ユーザーのアクセス履歴は処理スピードの観点か
ら，1ユーザーに1ファイルを作成し，個々のユー
ザーごとに入出力ファイルとして利用する。
プログラム ファイル 番号 名 称 機 能 送信ボタンとの対応 送信ボタンのページ
pmhs.cgi
− − − 実習日誌手帳の HTML ページを動的に作成 － －
perl ライブラリ
1 jcode.pl 日本語コード変換ライブラリ － －
2 quest.pl post データの処理，他 － －
jQuery ライブラリ
1 jquery−1.8.2.min.js
2 jquery.mobile−1.2.0.min.js
CSS
1 my−custom−theme.css.min.css
2 jquery.mobile.structure−1.2.0.min.css
サブルーチン
1 do_pmhs1
ページ作成
「Ｂ1．データの登録」 『データの登録』ボタン 「Ａ1．携帯食事手帳」
「Ｂ2．ID の登録ができました。」 『登録データの確認』ボタン 「Ｂ3．データの登録」
2 do_pmhs2 「Ｂ2．ID の登録ができました。」 『データの登録』ボタン 「Ｂ1．データの登録」
3 do_pmhs3 「Ｃ1．カレンダー」 『アクセス』ボタン
「Ａ1．携帯食事手帳」
「Ｄ1．食事チェック」
「Ｅ1．1日の食事の集計」
「Ｆ1．朝ご飯を食べよう」
4 do_pmhs4 「Ｄ1．食事チェック」 『朝』『昼』『夜』ボタン 「Ｃ1．カレンダー」
5 do_pmhs5 「Ｅ1．一週間の平均」 『計』ボタン 「Ｃ1．カレンダー」
6 do_pmhs6 「Ｆ1．朝ご飯を食べよう」 『朝ご飯をたべよう‼』ボタン 「Ｃ1．カレンダー」
7 print_error エラー処理 － －
8 lock_open ファイルのオープンとロック － －
9 unlock_close ファイルのクローズとアンロック － －
入力ファイル
1 index.html
ページ雛型
トップページ
2 pmhs_2.html 「Ｂ2．ID の登録ができました。」 － －
3 pmhs_3.html 「Ｃ1．カレンダー」 － －
4 pmhs_4.html 「Ｄ1．食事チェック」 － －
5 pmhs_6.html 「Ｆ1．朝ご飯を食べよう」 － －
6 kisodata.txt 栄養データ一覧 － －
7 foodname.txt 食事名，検索語一覧 － －
8 groupdata.txt 食事グループ分類一覧 － －
出力ファイル
1 pmhs_errolog.txt エラーのログファイル － －
2 pmhs_log.txt ログファイル － －
入出力ファイル
1 pmhs_number.txt ユーザー情報の管理ファイル － －
2 xxxxx_in.txt ユーザー一人につき1ファイル，食事選択のアクセス履歴を保存 － －
top.cgi − − −
栄養バランスガイドで使われているコマのイラ
ストを動的に作成 － －
表5 CGI プログラムと各ページの対応
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図1 データの登録，IDの発行
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図2 カレンダーの表示，朝昼夕食と 1日の合
計の選択，食事別の入力フォームと集計
4．携帯食事手帳のデザインと機能
4．1 全体のデザイン
個々のパーツのカラーリングについては，jQuery
mobile の「テーマ」と呼ばれる色とテクスチャの
セットを拡張して利用した。あらかじめ用意されて
いる5つの基本的のテーマとは別に，今回作成した
8種類程度のテーマを組み合わせて全体のデザイン
を構成している。
4．2 データの登録，IDの発行
初めて利用する場合には ID の発行のための作業
を「Ａ．データの登録」ページの「Ａ2．データの
登録」パートで行う。「Ａ2．データの登録」には，
「1．郵便番号（上3桁）」，「2．性別」，「3．年
齢」，「4．身長」，「5．体重」の入力フォームがあ
り，フリップスイッチかスライダーを使って，値を
入力する。「データの登録」ボタンを押すと，「Ｂ1．
データの登録」（値が適切）ページか「Ｂ3．デー
タの登録」（値が不適切）ページに分岐する（図1）
「Ｂ1．データの登録」（値が適切）ページでは，
「データの登録」ボタンを押すと，「Ｂ2．ID の登
録ができました。」ページが表示され，登録が終了
し，食事の記録をするための「カレンダー」ボタン
が使用可能になる。
「Ｂ3．データの登録」（値が不適切）ページの
場合，さらに訂正を行うことができ，値が適切か不
適切かによって，「Ｂ2．ID の登録ができました。」
ページへの移動か，「Ｂ3．データの登録」（値が不
適切）ページへの再帰となる。
4．3 カレンダーの表示
「Ａ．データの登録」ページの「Ａ1．データの
登録」パートから ID とパスワードでアクセスする
と，カレンダーが表示される。初期値では，ID 登
録日を含む7日分の朝昼夕食の記入と1日の集計を
行うリンクボタンが表示される（図2）。
利用日数が増えると1日分につき4個のリンクボ
タンが追加されるが，1ページ中に数多く表示され
ると表示が煩雑になるため，8日以上前で食事の記
録がない場合にはリンクボタンを非表示とした。食
事の記入がある場合には8日以上経過した場合もリ
ンクボタンは表示される。
携帯食事手帳のためのユーザインタフェースの開発
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4．4 食事の追加，削除，修正
「Ｄ．食事メニュー」ページは次の10のパートか
ら構成されている（図3）。
（1）「マイメニュー」カスタムメニュー
記録した食事名の履歴から，過去に記録した
食事の一覧を表示，選択する。
（2）検索ボックス
食事名や食材から食事名を AND検索する。
（3）「検索結果」カスタムメニュー
⇐検索ボックスへの検索語の入力後に表示。
検索語で該当する食事名の候補の一覧を表示，
選択する。
（4）「食事グループ」ボタン
「米・粉物」，「パン」など15の食事グループ
を選択する。
（5）「食事グループと食事名」カスタムメニュー
⇐「食事グループ」ボタンの選択後に表示。
「食事グループ」ボタンで選択された食事グ
ループの小分類ごとにカスタムメニューで表示
し，食事名を選択する。
（6）「食事の分量」スライダー
食事の画像を表示し，0～5（0．25間隔）の
範囲で食事量を調整する。0を指定すると，食
事名の選択が解除される。
（7）「ダイアリー」テキストエリア
ダイアリーの記録や修正を行う。
（8）「入力データの送信＆確認」ボタン
食事の選択，分量の調整，ダイアリーの記録
や確認を行う。
（9）グラフ表示
「1．エネルギー」，「2．タンパク質」，「3．
脂質」，「4．炭水化物」について摂取した量と
適正な量を横棒グラフで表示する。
（10）「カレンダー」ボタン
「カレンダー」ページへ移動する。
選択可能な食事名が1156種類と多くあるため，
パートの（1）～（5）の部分で，「（1）食事履歴
からの選択」，「（2）（3）文字検索」，「（4）（5）
図3 食事名の検索と追加 図4 食事グループからの食事の選択と追加
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図5 マイメニューからの選択
食事グループからの選択」，と3つの記入方法を用
意した。「（2）（3）文字検索」については，食事
名だけでなく調味料を除く食材からの検索ができ，
複数の検索語を用いた AND検索による絞り込みが
可能である。
「（4）（5）食事グループからの選択」は，グルー
プ別に分類した食事グループの選択からさらに細分
化された小グループを表示し，食事の選択を行う。
現状，スマートフォンで多数のカスタムメニューを
表示する場合，レンダリングに時間を要し，数秒程
度の待ち時間が発生するため，必要な食事グループ
のみを表示するようにした。食事グループボタンか
ら「All」ボタンを選ぶと，全ての食事グループ内
の小グループがカスタムメニューで表示される（図
4）。
「（1）食事履歴からの選択」は，一人が食べる
食事の種類がある程度限定されるのではないかとい
う予想から，機能を追加した（図5）。
4．5 1日の食事の集計
「Ｅ．1日の食事の集計」ページは「Ｃ．カレン
ダー」ページの日別の「計」ボタンを選択して移動
する。「Ｅ．1日の食事の集計」ページは，次の7
つのパートから構成されている（図6）。
（1）1日に摂取した合計量のグラフ表示
「1．エネルギー」，「2．タンパク質」，「3．
脂質」，「4．炭水化物」について摂取した量と
適正な量を横棒グラフで表示する。
（2）「1日の食事」
朝昼晩別の食事の内容と量を表示する。
（3）「1日の PFCバランス」
タンパク質，脂質，炭水化物の摂取割合と適
正な摂取割合をレーダーチャートで表示する。
（4）「1日の食事バランスガイド」
摂取した「1．主食」，「2．副菜」，「3．主
菜」，「4．牛乳・乳製品」，「5．果物」と適正
な摂取量を横棒グラフで表示。また，数値をも
とにカラーリングを施したバランスコマの画像
を表示する。
（5）「ダイアリー」テキストエリア
メモを記録する。
（6）「ダイアリーの更新＆確認」ボタン
ダイアリーの記録や修正を行う。
（7）「カレンダー」ボタン
「カレンダー」ページへ移動する。
このページでは，1日の食事の集計結果の表示と
いう目的から，食事の追加，修正などの機能は表示
せず，朝昼夕食のダイアリーとは別の1日全体のダ
イアリーのみが記録，修正可能となっている。
図6 1日の食事の集計
携帯食事手帳のためのユーザインタフェースの開発
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5．まとめと今後の課題
今回の研究では，栄養管理ソフトウェアに必要な
機能に留意し，利便性を向上させるための機能の追
加と操作性の改善について検討を行った。
その中で，栄養管理ソフトウェアが備えている
（1）食事の記録と，（2）摂取量の集計，といっ
た基本的な機能に加え，（3）食生活の改善に資す
る食事情報の適切な提供，（4）視覚化によるわか
りやすさ，さらに，（5）継続的な利用が行われる
ための操作性の向上，などの点がソフトウェア開発
の具体的な目的となった。多数の食事メニューから
食事名を選択できるよう検索と選択の機能を追加
し，また，iOS ライクなユーザインタフェースの実
現を意図して JavaScript ライブラリを利用したイン
タフェースの開発を行った。
これらの開発の過程を通して，以下の内容が課題
となった。
5．1 JavaScript ライブラリとAjax の利用
今回，JavaScript ライブラリの一つである jQuery
mobile を利用したが，多種多様な端末で利用する
ことから，ユーザー側で動作する Ajax を使用せず，
HTML パブリッシングとデータ処理をサーバー側
の CGI プログラムで行った。Ajax を利用した場合，
「食事名のチェック」ページの場合，サーバーとの
通信を画像データのダウンロードと履歴のアップ
ロード以外で利用せず，ユーザーの情報端末だけで
ページのパブリッシングを行うことが可能となる。
例えば，食事グループ名を選択したタイミングで
カスタムメニューのレンダリングが行われること
で，ページの修正が一部分で済み，より即時性を持
って操作をすることが可能となる。また，食事名を
選択した時点で食事の記録をページに反映させるこ
とや，端末側で集計をバックグランドで行うことが
でき，食事名の選択後の「入力データの送信＆確認」
ボタンの操作などが不要となる。
現状においては，Ajax を利用した場合，開発に
要する時間が CGI を利用して開発する場合に比べ
て負担となるが，今後提供される JavaScript ライブ
ラリが進化することで，開発が容易になる可能性が
ある。
5．2「入力データの送信 ＆ 確認」ボタンの配置
現在の『携帯食事手帳』システムでは朝昼夕別の
食事の記録が増えるにともなって，食事グループの
カスタムメニューと食事の一覧が追加される仕様と
なっている。そのため，「入力データの送信 ＆
確認」ボタンが食事名の検索と選択のパートから下
方向に離れた位置に移動することになり，縦スク
ロールが多くなることで操作性を損なう。
これについては，ヘッダやフッダを固定し，ヘッ
ダやフッダ内に「入力データの送信 ＆ 確認」ボ
タンを配置するか，スマートフォン端末の「ホーム」
ボタン等で「入力データの送信 ＆ 確認」ボタン
を操作するなどの対応が考えられる。
5．3 集計する栄養素情報の追加
食事情報の提供のうち，栄養素情報については，
摂取した食事から「1．エネルギー」，「2．たんぱ
く質」，「3．脂質」，「4．炭水化物」について集計
し，適切な摂取量とともに表示している。
これらの栄養素に加え，「5．カリウム」，「6．
カルシウム」，「7．鉄」，「8．ビタミンＡ」，「9．
ビタミンＢ1」，「10．ビタミンＢ2」，「11．葉酸」，
「12．ビタミンＣ」，「13．飽和脂肪酸」，「14．食物
繊維」，「15．食塩」なども集計が可能であり，表示
に追加することができる。
多くの栄養素情報から特定の栄養素情報を組み合
わせることで，個々人の食生活において，当人が関
心を持つべき食生活の改善ポイントを提示すること
ができると予想される。
5．4 食事名の検索と選択のサポート
食事グループからの食事名の選択について，カス
タムメニューに食事名だけでなく食事画像を表示す
ることで，選択すべき食事が視覚的に把握でき，選
択が容易になると考えられる。現状，jQuery mobile
ライブラリだけでは，多種多様なスマートフォンに
対応してカスタムメニュー内に画像を表示すること
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ができないが，将来 JavaScript ライブラリと CSS の
組み合わせで対応できる可能性がある。
また，カスタムメニューでの選択について，現在
の仕様では，食事履歴か食事グループからの選択と
なっているが，食事のイメージやカラー，食事同士
の組み合わせなどユーザーが想起しやすい分類を行
うことで検索が容易になる可能性がある。
5．5 カレンダーページの「朝昼夕食」ボタンの選択
カレンダーページでは，7セット以上の「朝昼夕
食」ボタンを配置しているが，記入が長期間にわた
る場合には，セット数が増えて画面の縦方向に多く
のボタンが並び，操作が煩雑になる。最新の HTML
5ではカレンダーに対応した date 入力をサポート
しており，これを利用した場合，オプションボタン
からカレンダーを表示し，日時を選択することがで
きる。このカレンダー表示が可能な date 入力と，「朝
昼夕食」ボタンを1セットのみ用意することで，表
示に必要な表示面積を減らすことが可能となる。
但し，現在の仕様では入力が行われたかどうかは
カレンダーの「朝昼夕食」ボタンのカラーリングで
一別することができるが，date 入力を使用するとカ
ラーリングでの表示機能が失われる。ユーザーの食
事記入数によって表示を切り替えることなど，今後
の検討課題となる。
5．6 食事画像のアップロード
食事名の記入を数日経てから記入する場合，食事
画像を撮影してアップロードし，「食事のチェック」
ページで後日閲覧することで，食事名の記入の際に
ユーザーが食事を想起する手間を省くことができ
る。また，撮影した食事画像を介して他のユーザー
と情報交換することや，栄養の専門家が食事の診断
をするなど，利用範囲が広がる可能性がある。
以上提起した6つの課題・内容を中心に，今後さ
らに研究を進めていきたい。
謝 辞
本研究は，平成23年度科学研究費補助金（基盤研
究（Ｃ））の交付を受けて行った「携帯食事管理シ
ステム『携帯食事手帳』の開発」（研究代表者 吉
村幸雄，課題番号23500988）の研究成果である。
参考文献
（1）武市泰彦，1997，食生活アンケートにおけるイン
ターネットの活用と改善 －教材としての利用につ
いて－。第23回全日本教育工学研究協議会全国大
会・第11回コンピュータ教育研究協議会全国大会研
究発表論文集・第3回全日本情報教育研究協議会研
究発表論文集，53－56．
（2）武市泰彦，成田雅博，永野和男，1998，遠隔共同
学習「野菜果物データベース」のための支援ツール
の開発。日本教育工学会第14回大会講演論文集，159
－160．
（3）武市泰彦，2008，Virtual globe ソフトウェアを利
用した地図学習データベースの開発。四国大学紀要
人文社会科学編29，65－71．
（4）武市泰彦，2009，社会科での活用を目的とした吉
野川画像データベースの開発。四国大学紀要人文社
会科学編32，61－68．
（5）武市泰彦・吉村幸雄・高橋啓子・鎌田智英実・奥
村亮太，2011，携帯食事手帳のための CGI プログラ
ムの開発。四国大学紀要人文社会科学編36，133－
142．
（6）奥村亮太・鎌田智英実・吉村幸雄・高橋啓子・武
市泰彦，2012，携帯食事手帳の妥当性について。四
国大学紀要自然科学編34，19－25．
（武市泰彦 四国大学生活科学部児童学科）
（吉村幸雄・高橋啓子・鎌田智英実・奥村亮太
四国大学生活科学部管理栄養士養成課程）
携帯食事手帳のためのユーザインタフェースの開発
― ８５ ―
ｅｒｖｅｒ／ＯＴＦ　四国大学紀要　Ａ４１号　Ｂ３８号／●ＯＴＦ　Ａ４１号　横‐１／１０　武市　泰彦　　　　　Ｐ７５－８６
抄 録
筆者らは，2011年から開始した研究「携帯食事管理システム『携帯食事手帳』の開発」（研究代
表者吉村幸雄）において，携帯電話やスマートフォン，PC で利用できる栄養管理ソフトウェアの
開発を行っている．この栄養管理ソフトウェア『携帯食事手帳』は，栄養の専門家以外の個人が自
分自身で食事を記録し，その食事内容の分析結果から食生活を管理し，食生活の改善につなげるこ
とを目的としている．
栄養管理ソフトウェアの多くは，（1）個人が自身の食事情報（食事，摂取栄養素量，料理区分
別摂取量など）を知り，（2）個人が自身の適切な食事情報を知る，という目的を持っており，そ
のため，（1）食事の記録の支援と，（2）摂取量の集計，という機能を備えている．また，これら
の基本的な機能に加え，（1）時間場所を選ばず自分の時機で利用できる，（2）簡易で継続した利
用が可能である，などの利便性を実現するための様々な工夫が施されている．
『携帯食事手帳』では，このような機能に加え，公共性・妥当性の確保と，無償での提供を目的
に，『携帯食事手帳』のための CGI プログラムの開発（武市2011）と，『携帯食事手帳』の妥当性
についての分析（奥村2012）を行ってきた．これらの研究を通じて，利便性を向上させるために更
に機能の追加と操作性の改善が必要であることが提起された．本研究では，機能の追加と jQuery
mobile ライブラリを活用した『携帯食事手帳』のインタフェースの開発を行った。
その結果，（1）食事の検索の分類，（2）食事情報の提供のための15種類の栄養素情報の組み合
わせ，（3）様々な食事画像での表現，などの新たな検討すべき課題が明らかになった。これらの
課題を元に利便性の向上を図る開発を継続したい。
キーワード：携帯食事手帳，ユーザインタフェース，スマートフォン，ユーザビリティ，操作性，
jQuery mobile
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